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第 4章

な
ぜ
情
報
が
問
題
に
な
る
の
か

分
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
テ
メ
リ
ッ
ト
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ー
＿
分
業
が
情
報
の
問
題
を
生
み
出
す

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
は
、
変
化
の
激
し
い
現
象
を
追
い
か
け
た
様
々
な
横
文
字
の
概
念
が
溢

れ
か
え
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
々
に
生
ま
れ
る
奇
抜
な
流
行
語
（
バ
ズ
・
ワ
ー
ド
）
を
追
い
か
け
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
古
典
と
呼
ば
れ
る
土
台
の
し
っ
か
り
し
た
概
念
を
お
さ
え
て
お
く
方
が
応
用
力
は
高
ま
る
。
第
1
章
で
解
説
し
た

よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
情
報
経
済
学
は
、
当
初
こ
そ
傍
流
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
精
緻
な
論

証
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
情
報
の
非
対
称
性
と
そ
の
克
服
手
段
に
関
す
る
様
々
な
概
念
が
生
み
出
さ
れ
、
今
で
は

ミ
ク
ロ
経
済
学
の
主
流
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
概
念
の
一
部
は
、
組
織
と
制
度
に
関
す
る
問
題
に
も

応
用
さ
れ
、
内
部
組
織
の
経
済
学
や
産
業
組
織
論
へ
と
展
開
す
る
に
至
っ
た
（
図
表
4ー

1
)
。

I
T
の
導
入
に
伴
う
仕
組
み
の
見
直
し
は
、
ま
さ
に
こ
の
領
域
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
第

1
章
で
解
説
し

た
と
お
り
、
情
報
の
非
対
称
性
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
は
、
「
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
」
や
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
他

に
、
実
社
会
で
は
「
組
織
と
制
度
」
で
対
応
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
企
業
組
織
、
産
業
組
織
、
市
場
制
度
と
情

報
と
の
か
か
わ
り
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
文
脈
で
「
組
織
と
制
度
」
の
問
題
を
読
み
解
く
に
は
、
経
済
学
の
礎
を
築

い
た
ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ー
ス
や
ダ
グ
ラ
ス
・
ノ
ー
ス
ら
が
提

ー

＿
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
冒
険
物
語
で
考
え
る
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［図表4-1l情報に関連した経済学の変遷
--------―---- 水と油 。----------------｛ やや傍流:+------------+: 経済学を超える？：
------------- ------------------

主流派経済学

： 産業組織論 ： 
： （内部組織と市場） ： 
: (市場での企業間関係）；
----------------------" 

生産性論争

（成長会計分析）

（生産関数モデル）

！ 産業組織論 ： 
： （産業の情報化） ： 
： （情報の産業化） ， 

~'·---------― 7―---------」
産業の情報化＝低生産部門の拡大？
情報の産業化＝コストの増大？

確かに生産性は向上する。ただし……

情報経済 (InformationEconomy) 

ITが経済に及ぼす影響の包括的
（マクロ・ミクロ・産業）分析

組織内（分業による特化と比較優位の見直し）
組織間（企業の境界を引き直すような見直し）
制度的補完性（企業の舞台装置としての市場）

唱
し
た
概
念
が
示
唆
に
富
む
。
な
ぜ
な
ら
、
第
1

に
、
企
業
内
部
に
お
け
る
組
織
の
問
題
は
分
業
に

よ
る
特
化
と
比
較
優
位
領
域
の
見
直
し
を
、
第
2

に
、
企
業
間
に
お
け
る
組
織
の
問
題
(11
産
業
組
織

の
問
題
）
は
企
業
の
境
界
を
引
き
直
す
よ
う
な
社

会
的
分
業
の
見
直
し
を
、
第

3
に
、
企
業
が
活
動

す
る
舞
台
装
置
と
し
て
の
市
場
は
、
そ
れ
を
支
え

る
様
々
な
制
度
の
見
直
し
を
そ
れ
ぞ
れ
要
求
し
て

く
る
か
ら
で
あ
る
（
図
表
4
ー

2
)
0

そ
も
そ
も
経
済
活
動
で
な
ぜ
「
情
報
」
が
問
題

に
な
る
の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
ア
カ

ロ
フ
の
レ
モ
ン
市
場
」
で
情
報
の
非
対
称
性
が
生

ま
れ
た
の
は
、
売
り
手
と
買
い
手
が
市
場
を
媒
介

に
「
分
か
れ
た
状
態
」
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
企

業
を
中
心
に
考
え
る
と
、
企
業
は

(
1
)
生
産
に

必
要
な
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
調
達
す
る
た
め
の

要
素
市
場
(
I
n
p
u
t
M
a
r
k
 g)
と

(
2
)
生
産
物
を
消
費

I 2 I I 第4章 なぜ情報が問題になるのか—分業のメリットとデメリット
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~-2 f情報経済学から産業組織論へ
1)企業組織

分業による特化と比較優位
分業による生産性向上とコミュニケーション費用

2)産業組織

取引費用、 Makeor Buy、Marketor Hierarchy 
ネットワークの経済性（市場における企業間関係）

3)市場制度

情報処理機構としての市場vs.制度としての市場
技術変化と制度変化の緊張関係と時間軸の違い

者
に
売
る
た
め
の
販
売
市
場
(
O
u
t
p
u
t
M
a
r
k
e
t
)

と
い
う

2
つ
の
外
部
市

場
と
向
か
い
合
い
、
そ
の
両
面
で
情
報
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
企
業
と
い
う
内
部
組
織
は
、

2
つ
の
市
場
を
つ
な
ぐ
生
産
関
数

(Production Function)
で
あ
り
、
そ
の
中
の
や
り
取
り
11

内
部
取
引
は
、

し
ば
し
ば
内
部
市
場
(Internal
M
a
r
ke
e)

の
取
引
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の

場
面
で
も
情
報
の
問
題
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
経
済
活
動
で
は
「
分
業
に
基
づ
く
交
換
」

11

「
取
引
」
が

あ
る
か
ら
こ
そ
「
情
報
」
の
問
題
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

情
報
の
非
対
称
性
は
、
株
主
と
経
営
者
、
雁
用
主
と
従
業
員
、
売
り
手

と
買
い
手
、
患
者
と
医
者
な
ど
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

関
係
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
分
業
」
と
「
交
換
」
と
い
う
経

済
の
基
本
構
造
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
情
報

が
対
称
で
は
な
く
な
る
の
は
、
経
済
活
動
に
際
し
て
、
同
一
主
体
で
は

な
く
複
数
主
体
に
分
か
れ
た
状
態
で
「
取
引
」
が
行
わ
れ
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
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こ
れ
と
は
正
反
対
な
の
が
、
子
供
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
冒
険
物
語
で
あ
る
。
無
人
島

に
涙
着
し
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
よ
う
に
、
自
給
自
足
に
よ
っ
て
何
も
か
も
す
べ
て
を

1
人
で
生
産
し
消
費
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
「
分
業
に
基
づ
く
交
換
」

11

「
取
引
」
は
存
在
せ
ず
、
情
報
の
非
対
称
性
は
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
。
生
産
者

と
消
費
者
、
扉
い
主
と
労
働
者
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
た
だ

1
人
で
あ
り
、
情
報
は
全
く
対
称
だ
か
ら
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
場
合
も
、
情
報
は
「
対
称
」
で
は
あ
っ
て
も
「
完
全
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
時
間
の
概
念
を
含
む
情
報
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
将
来
の
不
確
実
性
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
山
羊
の
猟
を
す
る
た
め
、
難
破
船
に
残
っ
て
い
た
火
薬
を
使
う
場
面
に
表
れ
て
い
る
。
火
薬
を
一

カ
所
に
集
中
保
管
し
て
い
た
の
で
は
、
天
候
次
第
で
雨
に
濡
れ
て
し
ま
い
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
保
管
場
所
を
分
散
し
、
雨
や
嵐
に
よ
る
水
濡
れ
と
い
う
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
将
来
の
不
確
実
性
に
対
処
し
た
。
こ
れ
は
、
リ
ス
ク
分
散
に
よ
る
一
種
の
保
険
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
情
報
の
非
対
称
性
や
不
確
実
性
と
い
う
概
念
を
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
情
報
が
不
完

全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
広
い
意
味
の
不
確
実
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
環
境
的
不
確
実
性
」
と
「
通
倍
的
不

確
実
性
」
の

2
つ
が
あ
る
。
前
者
は
将
来
の
出
来
事
が
確
定
で
き
な
い
と
い
う
時
間
の
概
念
が
入
っ
た
問
題
で
あ
り
、

後
者
は
同
一
時
点
に
お
い
て
情
報
の
非
対
称
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
不
確
実
性
で
あ
る
（
図
表
4
—

3
)。

暖
房
器
具
な
ど
冬
物
の
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
商
品
の
生
産
に
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム

2
＿
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
が
直
面
し
た
情
報
の
問
題
と
は
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国43I情報の不完全性に関する分類
, ... ,, 

f
 
＇ 
投
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d
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裔

｀

9

的

コ
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配

玩

釦
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イ
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先

サ

統

平

｛
性
鯰
非

ク

の

報

実

分

情

ス

確

率

リ

不

確

r

＇
~
、
ヽ
ノ

的

性

学

実

的

⑩

性

の

確
学

点

性

不

動

実

の

、

実

時

確

来

念

確

る

不

将

概

不

あ

的
＂
の
的
＂

境
亡
向
信
~

環

僑

通

．

,

．

‘

 

性実

記

確

広
不

（

が
必
要
で
あ
り
、
早
く
も
夏
場
か
ら
生
産
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
ど
ん
な
に
気
象
予
報
が
発
達
し
て
も
、
夏
の
段
階
で
は
数
力
月
先

が
暖
冬
か
厳
冬
か
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
販
売
や
業
績
の
予
測
に
は
不
確
実
性

が
つ
き
ま
と
う
。
こ
れ
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
も
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
時
間
の
概
念

を
含
む
「
環
境
的
不
確
実
性
」
の
問
題
で
あ
る
。
他
方
、
既
に
ク
リ
ス
マ
ス

の
季
節
に
入
り
、
暖
冬
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
確
定
し
た
状
況
で
、
売
上
が

思
う
よ
う
に
伸
び
な
い
場
合
に
生
ま
れ
る
の
が
「
通
倍
的
不
確
実
性
」
で
あ
る
。

経
営
陣
（
プ
リ
ン
シ
バ
ル
）
は
、
営
業
員
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
が
「
ど
う
せ
暖
冬
で
売

れ
な
い
か
ら
」
と
セ
ー
ル
ス
活
動
を
手
抜
き
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
必
死

の
努
力
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暖
冬
の
た
め
売
れ
な
い
の
か
を
正
確

．
に
見
極
め
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
は
、
ア
カ
ロ
フ
の
レ
モ
ン
市
場
で
み
た
情
報

の
非
対
称
性
そ
の
も
の
で
、
何
も
か
も

1
人
で
行
う
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
は
生
じ
な

い
タ
イ
プ
の
問
題
で
あ
る
。

時
間
の
概
念
が
入
っ
た
環
境
的
不
確
実
性
は
、

さ
ら
に
、
リ
ス
ク
と
狭
い
意

3
＿
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
は
ど
う
違
う
の
か

I 124 
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味
の
不
確
実
性
に
分
類
さ
れ
る
。
有
名
な
フ
ラ
ン
ク
・
ナ
イ
ト
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
リ
ス
ク
と
は
確
率
計
算
が

可
能
な
も
の
で
、
コ
イ
ン
を
投
げ
て
裏
が
出
る
確
率
や
サ
イ
コ
ロ
を
ふ
っ
て
特
定
の
目
が
出
る
確
率
と
い
う
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
理
論
的
に
計
算
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
先
験
的
確
率
」
と
、
人
間
の
平
均
余
命
や
企
業
の
倒
産
確
率
な

ど
の
よ
う
に
、
先
験
的
に
は
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
過
去
の
経
験
則
か
ら
あ
る
程
度
の
確
か
ら
し
さ
で
計
算
可
能

な
「
統
計
的
確
率
」
と
が
あ
る
。

一
方
、
狭
い
意
味
の
「
不
確
実
性
」
と
は
経
験
の
蓄
積
が
な
く
、
確
率
計
算
さ
え
で
き
な
い
真
の
不
確
実
性
で
主

観
的
に
判
断
す
る
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
新
規
事
業
の
意
思
決
定
場
面
な
ど
で
迫
ら
れ
る
全
く
未
知
の
領
域
の
混

沌
が
こ
れ
に
当
た
る
。
金
融
工
学
が
い
か
に
発
達
し
て
も
、
バ
ブ
ル
の
形
成
と
そ
の
崩
壊
を
金
融
市
場
が
予
測
で
き

な
か
っ
た
よ
う
に
、

真
の
不
確
実
性
に
対
し
て
は
、
既
成
の
知
識
や
計
算
力
で
は
な
く
、
一
種
の
直
感
の
よ
う
な
決

断
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
が
い
う
「
ア
ニ
マ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
血
気
）
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
物
語
に
は
、
第
2
章
の
情
報
化
社
会
論
で
触
れ
た
「
商
業
の
時
代
」

か
ら
「
工
業
の
時
代
」
へ
の
転
換
も
描
か
れ
て
い
る
。
一
発
勝
負
の
冒
険
商
人
を
夢
み
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
無
人
島

で
は
堅
実
な
産
業
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
彼
は
、
難
波
船
に
残
っ
て
い
た
小
麦
を
す
べ
て
消
費
せ
ず
、
一
部
を
取
り

置
い
た
上
で
（
つ
ま
り
貯
蓄
し
て
）
、
畑
を
耕
し
て
種
を
ま
き
（
つ
ま
り
投
資
し
て
）
、
よ
り
多
く
の
小
麦
を
収
穫
し
て
生
き

延
び
て
い
く
。
こ
れ
は
、
消
費
と
貯
蓄
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
貯
蓄
を
投
資
に
回
し
た
上
で
労
働
と
組
み
合
わ
せ
拡

大
生
産
し
て
い
く
と
い
う
工
業
の
時
代
の
生
き
方
そ
の
も
の
で
あ
る
（
大
塚

[
1
9
6
6
、
1
9
7
7
]
）。

こ
の
物
語
に
は
、
冒
険
商
人
か
ら
産
業
人
へ
の
転
換
、
自
給
自
足
経
済
と
情
報
が
問
題
に
な
る
交
換
経
済
と
の
違
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経
済
学
の
父
と
さ
れ
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
で
丹
念
に
描
写
し
た
よ
う
に
、
分
業
に
よ
っ
て
生
産
性

は
飛
躍
的
に
高
ま
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
分
業
に
基
づ
く
交
換
」
が
あ
る
た
め
に
「
情
報
」
の
問
題
が
生
じ
る
。
こ

の
矛
盾
こ
そ
が

I
T
を
導
入
す
る
場
面
で
鋭
く
突
き
つ
け
ら
れ
る
企
業
改
革
の
課
題
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業

の
内
部
で
は
、
例
え
ば
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
に
、
職
務
の
分
担
と
い
う
形
で
実
に
様
々
な
分
業

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
情
報
化
が
加
速
し
始
め
た

1
9
9
0
年
代
半
ば
に
、
あ
る
著
名
な
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
か
ら
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
の
は
比
較
優
位
に
反
す
る
こ
と
で
生
産
性

は
向
上
し
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
、
当
時
は
生
産
性
向
上
を
目
指
す
企
業
改
革
の
中
心
は

2
 

1
一
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
生
産
的
か
？

＿
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
は
い
つ
で
も
有
効
か

い
、
リ
ス
ク
分
散
を
通
じ
た
不
確
実
性
へ
の
対
応
な
ど
が
巧
み
に
描
か
れ
て
お
り
、
「
商
業
の
時
代
」
か
ら
「
工
業

の
時
代
」
を
経
て
現
在
は
「
情
報
の
時
代
」
を
迎
え
て
い
る
と
論
じ
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
、
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
の
違

い
を
考
察
し
た
フ
ラ
ン
ク
・
ナ
イ
ト
の
考
察
に
つ
な
が
る
冒
険
物
語
と
い
え
る
。
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「
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
で
あ
っ
た
が
、
た
と
え

I
T
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
能
力
に
応
じ
た

業
務
の
分
担
（
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
）
が
好
ま
し
い
の
は
間
違
い
な
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
よ
う
な
作
業
は
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
任
せ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
利
益
を
生
み
出
す
付
加
価
値
の
高
い
活
動
に
専
念
し
た
方
が
良
い
と
い
う
主

張
に
は
一
理
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
う
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
見
当
た

ら
な
い
。

経
済
原
理
に
照
ら
し
て
お
か
し
な
取
り
組
み
は
、
短
期
は
と
も
か
く
長
期
で
は
効
率
性
が
低
下
し
て
し
ま
う
。

「
他
社
が
行
っ
て
い
る
か
ら
わ
が
社
も
」
と
い
う
表
面
的
な
判
断
で
取
り
組
ま
れ
た
企
業
改
革
は
失
敗
す
る
。
そ
れ

を
避
け
る
に
は
、
社
内
の
業
務
分
担
を
分
業
の
本
質
に
立
ち
返
っ
て
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

れ
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
う
と
い
う
一
見
す
る
と
経
済
原
理
に
反
す
る
よ
う
な
現
象
の
背
後

に
は
ど
の
よ
う
な
原
理
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

2
＿
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
注
目
し
た
分
業
の
メ
リ
ッ
ト

『
国
富
論
』
の
「
第
一
章
分
業
に
つ
い
て
」
で
は
、
ピ
ン
の
製
造
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
針
金

を
引
き
伸
ば
し
、
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
切
断
し
、
尖
ら
せ
る
…
…
と
い
う
作
業
の
す
べ
て
を

1
人
で
行
い
、

1
本
ず

つ
仕
上
げ
る
な
ら
ば
、

1
日
に
せ
い
ぜ
い

20
本
程
度
し
か
製
造
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
を

18
の
作
業
工
程
に
分
割
し

10
人
で
分
業
す
れ
ば
、

1
人
当
た
り

1
H
4
8
0
0
本
以
上
の
ピ
ン
を
製
造
で
き
る
と
し
て
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
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［図表4り分業のメリット

1)特化
⇒専門化と習熟(lerningby doing) 
⇔全行程の同時進捗（ボトルネック回避）

2)単純化

⇒利用可能資源の拡大
⇒機械化への展開

3)比較優位

⇒得意分野への最適資源分配（適材適所）

向
上
さ
せ
る
分
業
の
威
力
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
分
業
の
威
力
と
は
、
第
1

に
「
特
化
」
に
よ
る
習
熟
と
専
門
化
、
第
2
に
「
単
純
化
」
に
よ
る
利
用
可

能
資
源
の
拡
大
と
機
械
化
、
第

3
に
「
比
較
優
位
」
に
よ
る
適
材
適
所
の

資
源
配
分
と
い
う

3
つ
の
経
路
で
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
（
図
表
4

_
4
)
。
ピ
ン
の
製
造
を
例
に
す
る
と
、
あ
る
作
業
員
の
仕
事
を
針
金
の
引
き
伸
ば

し
だ
け
に
「
特
化
」
す
れ
は
、
彼
は
そ
の
作
業
に
習
熟
し
て
専
門
家
と
な
り

生
産
性
が
高
ま
る
。
分
割
さ
れ
た
作
業
工
程
の
す
べ
て
を
同
時
に
進
行
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
作
業
で
使
用
す
る
道
具
や
器
具
の
無
駄
な
空
時
間

（
不
稼
働
時
間
）
を
な
く
す
こ
と
も
で
き
る
。
「
単
純
化
」
に
よ
る
利
用
可
能
資

源
の
拡
大
と
は
、
あ
る
作
業
が
苦
手
な
た
め
に

1
人
で
は
ピ
ン
を
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
も
、
分
業
に
よ
る
工
程
の
分
割
に
よ
っ
て
、
ピ
ン
の
製
造
に

参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
几
帳
面
な
性
格
の
A
さ
ん
は
、
針
金
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
作
業

は
得
意
だ
が
、
刃
物
の
扱
い
は
不
器
用
で
切
断
の
作
業
が
で
き
な
い
と
し
よ

う
。
こ
の
場
合
、

A
さ
ん
が

1
人
で
ピ
ン
を
製
造
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、

こ
の
生
産
活
動
に
何
ら
貢
献
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
分
業
が
な
さ
れ
れ
ば
、
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リ
カ
ー
ド
の
貿
易
論
か
ら
生
ま
れ
た
「
比
較
優
位
」
は
、
経
済
学
で
最
も
重
要
な
考
え
方
の

1
つ
で
あ
る
。
こ

れ
を
応
用
し
て
「
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
バ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
簡
単
な
数
値
例
で
考
え
て
み
よ

う
（
図
表
4

—

5
)。
1

時
間
当
た
り
5

万
円
の
利
益
を
生
み
出
す
営
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ

l
M
が
い
て
、
利
益
を
生
み
出

す
営
業
の
仕
事
(
X
)
は
で
き
な
い
ア
シ
ス
タ
ン
ト

A
を
時
給
2
0
0
 0円
で
雇
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、

M
が

3
＿
リ
カ
ー
ド
の
比
較
生
産
費
説
で
考
え
る

A
さ
ん
は
、
引
き
伸
ば
し
た
針
金
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
工
程
に
貴
重
な
労
働
力
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
分
業
に
よ
る
工
程
の
単
純
化
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
応
用
動
作
が
で
き
る

熟
練
作
業
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
労
働
力
化
し
て
い
な
か
っ
た
人
材
も
生
産
活
動
に
参
加
で
き
れ
ば
、
社
会
全

体
の
利
用
資
源
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
簡
素
な
作
業
に
分
割
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
単
機
能
の
反
復
継
続
動
作
で
威
力
を
発
揮
す
る
機
械
の
導
入
も

容
易
に
な
り
、
生
産
力
は
一
段
と
高
ま
る
。

A
さ
ん
の
傍
ら
に
、
刃
物
を
使
う
の
は
得
意
だ
が
几
帳
面
な
作
業
は
苦

手
な

B
さ
ん
が
い
た
と
し
よ
う
。

B
さ
ん

1
人
で
は
不
具
合
の
あ
る
曲
が
っ
た
ピ
ン
し
か
作
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
伸

ば
し
た
針
金
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
作
業
に

A
さ
ん
を
、
そ
れ
を
切
断
す
る
作
業
に

B
さ
ん
を
、
と
い
う
具
合
に
適
材

適
所
で
う
ま
く
配
置
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題
は
解
消
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
相
対
的
に
得
意
と
す
る
分
野
へ
最
適

な
資
源
配
分
を
行
う
と
い
う
「
比
較
優
位
」
の
原
理
が
活
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
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［図表~ キーボードに向かうマネージャーのパラドックス

1)マネージャー

⇒利益を生む営業の仕事で1時間に5万円稼ぐ

2)アシスタント
⇒営業は全くできないが、資料を作成する時給2千円
の仕事ならどこでも探せる

3)キーポードを打つのは……

⇒アシスタント? or マネージャー？

自
ら
行
え
ば

10
時
間
で
済
む
が
、

A
が
行
う
と

20
時
間
か
か
る
よ
う
な
資
料
作
成

(
Y
)
を
想
定
す
る
と
、
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
な
る
で
あ

ろ
う
か
。

A
の
能
力
は
、
利
益
を
生
み
出
す
営
業
の
仕
事
(
X
)
で
も
資
料
作
成
の
業
務

(Y)
で
も

M
に
比
べ
る
と
劣
っ
て
い
る
が
、

A
は
利
益
を
生
み
出
す
営
業
の
仕
事

(
X
)
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
資
料
作
成
の
業
務
(
Y
)
で
比
較
優
位

が
あ
る
（
負
け
が
小
さ
い
）
。
も
し

M
が
資
料
を
作
成
す
る
な
ら
、

A
に
支
払
う
賃

金
は
不
要
に
な
る
が
、

M
は
そ
の
間
利
益
を
生
み
出
す
営
業
の
仕
事
が
で
き
な

い
の
で
、
営
業
で
得
ら
れ
た
は
ず
の
利
益
を
失
う
と
い
う
「
機
会
費
用
(11
逸
失
利

益
）
」
が
生
じ
る
。

．
こ
の
と
き
、

A
に
資
料
作
成
を
任
せ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
機
会
費
用
に
よ
る

利
益
の
逸
失
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
例
で
は
、

M
が
資
料
を
作
成
す

る
場
合
の
機
会
費
用
は
50
万
円
(
5
万
円
X
1
0
時
間
）
で
、

A
に
賃
金
と
し
て
支
払
う

費
用
の

4
万
円
(
2
0
0
 0円
x
2
0
時
間
）
よ
り
も
大
き
い
の
で
、
分
業
の
メ
リ
ッ
ト

は

4
6万
円
(
5
0
万
円
—
4

万
円
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
図
表
4
_
6

の
基
本
型
）。

つ
ま

り
、
資
料
作
成
に
つ
い
て
の
絶
対
的
な
生
産
性
は

M
の
方
が

A
よ
り
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
分
業
し
て

A
に
任
せ
た
方
が
会
社
全
体
と
し
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
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~i4-6 1資料作成は誰がするとメリットが生まれるか

比較優位のメリット（資料作成の時間で考える）

資料作成者 基本型 IT導入後

マネージャー 10時間 1時間

アシスタント 20時間 2時間

分業のメリット 46万円* 4万6千円＊＊

*5万円x1Q時間ー2千円x20時間=46万円
**5万円x1時間ー2千円x2時間=4万6千円

備考

機会費用 5万円／時間

賃金費用 2千円／時間

いつでも比較優位が働く

い
と
い
う
比
較
優
位
の
原
理
が
働
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

I
T
の
導
入
で
生
産
性
が
大
幅
に
上
昇
し
、
同
じ
資

料
作
成
が

M
は

1
時
間
、

A
は

2
時
間
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ

の
原
理
は
不
変
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
変
化
す
る
も
の

の
、
分
業
し
た
方
が
逸
失
利
益
(11
機
会
費
用
）
を
回
避
で
き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
分
業
と
比
較
優
位
の
原
理
に
照
ら
す
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向

か
う
の
は
、
非
効
率
な
行
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
・

そ
れ
で
は
、

I
T
の
導
入
に
あ
わ
せ
て
企
業
幹
部
も
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を

打
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
性
を
高
め
る
方
法
は
、
経
済
原
理
か
ら
み
て
誤
り
な
の

で
あ
ろ
う
か
？
実
は
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
の
考
え

方
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
が
ゼ
ロ
と
い
う
隠
さ
れ
た
前
提
条
件
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
点
は
企
業
の
業
務
改
革
で
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
落
と
し
穴
で
も
あ
る
。

1 3 1 I 第4章 なぜ情報が問題になるのか—分業のメリットとデメリット

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



ー
＿
「
頻
繁
な
打
ち
合
わ
せ
」
と
い
う
ム
ダ

前
記
の
例
（
基
本
型
）
で
は
、

I
T
を
導
入
し
て
も
分
業
の
威
力
は
不
変
で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向

か
っ
て
資
料
作
り
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
分
担
さ
れ
た
業
務
と
業
務
と
の
間
に
必
要
な

調
整
の
た
め
の
機
会
費
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
ん
な
に
統
制
の
行
き
届
い
た
組
織
で
あ
っ
て
も
、
分
業
が
仕

事
の
「
分
担
」
に
よ
る
「
協
働
」
で
あ
る
以
上
、
各
業
務
間
に
は
そ
れ
ら
を
調
整
す
べ
く
何
ら
か
の
情
報
の
や
り
取

り
(11

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
が
必
要
と
な
る
。
分
業
は
業
務
を
「
分
け
る
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
「
束
ね
る
」

と
い
う
二
面
性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
分
け
る
」
と
い
う
側
面
に
だ
け
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、
確

か
に
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
は
い
つ
で
も
威
力
を
発
揮
す
る
。
だ
が
、
「
束
ね
る
」
と
い
う
側
面
も
視
野
に
入
れ

る
と
、
分
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
る
。

分
担
さ
れ
た
職
務
の
一
っ
ひ
と
つ
は
分
業
で
効
率
的
に
な
っ
て
も
、
そ
の
一
場
面
だ
け
で
は
全
体
が
ど
の
よ
う
に

進
行
し
何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
み
え
に
く
い
。
そ
れ
を
補
い
全
体
の
成
果
を
高
め
る
カ
ギ
が
職
務
間
の

調
整
、
す
な
わ
ち
情
報
の
や
り
取
り
で
あ
る
。
職
務
間
の
調
整
に
必
要
な
時
間
と
労
力
は
情
報
費
用
の

1
つ
と
い
え

る
が
、
そ
の
仕
組
み
こ
そ
が
各
社
に
固
有
の
「
し
き
た
り
」
や
「
社
風
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
分
業
を
細
か
く
多

3
 ＿ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
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［図表4-7Iコミュニケーション費用がある場合のメリットとデメリット
比較優位の分業⇒メリット／デメリット

三 ；｀ースイケース

備考

機会費用 5万円／時間

賃金費用 2千円／時間

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
資
料
作
成
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
場
合
、
完
成
ま

で
に
は
何
回
か
の
指
示
や
連
絡
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
打
ち
合
わ
せ
に
合

計
で
数
時
間
か
か
る
と
し
よ
う
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
こ
の
時
間
を
営
業
の
仕
事

に
使
え
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
資
料
を
作
成
す
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
追
加
的
な

職
務
時
間
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
機
会
費
用
と
賃
金
費
用
が
増
加
す
る
。
こ

れ
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用

(cc;
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 Cost)
」
と
呼
ぶ

2
＿
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
任
せ
な
い
？

そ
れ
は
す

段
階
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
単
純
化
、
特
化
、
専
門
化
、
機
械
化
な
ど
が
威
力

を
発
揮
し
て
効
率
化
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
調
整
す
る
た
め
の
情

報
費
用
も
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
が
多
過
ぎ

て
本
務
に
専
念
で
き
な
い
と
嘆
く
企
業
人
が
直
面
す
る
分
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
。
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
は
、
情
報
の
非
対
称
性
(11
通
信
的
不
確
実
性
）
を
な

く
す
た
め
の

1
つ
の
手
段
で
あ
る
が
、
度
が
過
ぎ
る
と
「
人
に
任
せ
る
く
ら
い

な
ら
自
分
で
や
っ
た
方
が
良
い
」
と
い
う
状
況
に
陥
り
か
ね
な
い
。

な
わ
ち
「
分
業
し
な
い
方
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
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3
＿
情
報
化
で
分
業
の
良
し
悪
し
は
予
見
で
き
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
大
き
さ
次
第
で
大

こ
と
に
し
て
、
基
本
型
を
修
正
す
る
と
、
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

き
く
変
化
す
る
。

打
ち
合
わ
せ
に

2
時
間
か
か
る
場
合
（
ケ
ー
ス
A
)
と

9
時
間
か
か
る
場
合
（
ケ
ー
ス

B
)
を
想
定
し
て
み
よ
う
（
図
表

4
_
7
)
。
ケ
ー
ス

A
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
資
料
作
成
を
任
せ
る
こ
と
で
資
料
の
作
成
に
割
か

れ
る

10
時
間
を
節
約
で
き
る
が
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
の
打
ち
合
わ
せ
に

2
時
間
必
要
な
た
め
、
営
業
の
仕
事
に
活
か

せ
る
時
間
は

8
時
間
(1110
時
間
ー
2
時
間
）
に
な
る
。
ま
た
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
資
料
作
成
の

20
時
間
に
加
え
て
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
に
業
務
が

2
時
間
長
く
な
る
。
こ
の
場
合
の
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

3
5
.
6
万
円
〔

1
1
5万
円
X

(10
時
間
ー

2
時
間
）
ー
2
0
0
 
0
円

x
(
2
0
時
間
＋

2
時
間
）
〕
と
な
る
。

一
方
、
打
ち
合
わ
せ
に

9
時
間
も
か
か
る
ケ
ー
ス

B
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
営
業
に
使
え
る
時
間
は
た
っ
た

の
1
時
間
(10
時
間
ー
9
時
間
）
し
か
な
く
、
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
こ

の
貴
重
な

1
時
間
で

5
万
円
の
価
値
を
生
み
出
し
て
も
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
支
払
う
賃
金
費
用
の

5
.
8
万
円
〔
II

2
 0
0
 
0
円

x
(
2
0
時
間
＋

9
時
間
）
〕
に
満
た
な
い
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
場
合
、
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
マ
イ
ナ
ス

0
.
8
万

円
）
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
と
い
う
条
件
を
加
味
す
る
と
、
そ
の
大
小
に
よ
っ
て
分
業
の
メ
リ
ッ

ト
が
消
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
た
め
、
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
が
い
つ
で
も
有
利
な
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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［図表4-8f 1r導入によるコミュニケーションの効率化

相対的にCC小⇒分業のメリット／デメリット

□ ]望戸骨5万円x(10時間ー1時間）ー2千円x(20時間+1時間） =40.8万円
+そ5万円x(10時間ー5時間）ー2千円x(20時間+5時間） =20万円

分
業
さ
れ
る
職
務
そ
の
も
の
の
生
産
性
向
上
（
資
料
作
成
）
の
み
な
ら
ず
、

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
削
減
ま
で
も
が
実
現
で
き
る
場
合
は
（
現
実
に
は
こ

の
ケ
ー
ス
が
多
い
と
み
ら
れ
る
が
）
、
事
能
心
は
さ
ら
に
複
雑
と
な
る
。
図
表

4
ー

9

で
は
、
仕
事
そ
の
も
の
の
生
産
性
が

2
倍
向
上
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費

用
が

3
分
の

2
の
6
時
間
に
な
っ
た
場
合
と

3
分
の

1
(
3
時
間
）
に
な
っ
た
場

合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
場
合
は
、
さ
ら
に
大
き
く
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が コ

こ
れ
ま
で
の
議
論
は
、

I
T
の
導
入
が
資
料
作
成
と
い
う
職
務
の
生
産
性
だ

け
を
向
上
さ
せ
る
前
提
で
進
め
て
き
た
が
、
厄
介
な
こ
と
に
、

I
T
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
の
生
産
性
向
上
ば
か
り
で
な
く
、
分
業
さ
れ
た
業
務
と
業
務
の
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
化
す
る
手
段
と
し
て
も
威
力
を
発
揮
す
る
。
つ

ま
り
、

I
T
は
分
業
領
域
「
内
」
の
生
産
性
向
上
と
分
業
領
域
「
間
」
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
の
両
方
に
影
響
す
る
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
定
ま
ら
な
い
。
図
表
4
|
8
で
示
し
て
い
る
の
は
、

も
と
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
分
業
の
メ
リ
ッ

ト
が
な
か
っ
た
仕
事
（
図
表
4
_
7
の
ケ
ー
ス
B
)
が
、

I
T
の
導
入
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
が
下
が
っ
た
結
果
、
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
一
例
で

あ
る
（
図
表
4
ー

8
の
ケ
ー
ス
B
)
。
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［図表4-9J 1T導入による業務とコミュニケーションの効率化

「分業と比較優位の構造」への影響について正確な理解が必要

資料作成者 ケースB 業務主体

マネージャー 10時間 5時間

アシスタント 20時間 10時間

コミュニケーション費用(CC) 9時間 6時間

分業のメリット ▲ 0.8万円＊＊ ▲ 8.2万円＊

*5万円x(5時間一6時間）ー2千円x(10時間+6時間）＝▲8.2万円
**5万円x(5時間ー3時間）ー2千円x(10時間+3時間） =7.4万円

こ
れ
ら
の
数
値
例
が
意
味
す
る
こ
と
は
、

I
T導
入
は
既
存
の
分
業
体
制
を

温
存
し
た
ま
ま
で
の
効
率
化
で
は
な
く
、
分
業
領
域
の
再
検
討
と
い
う
ま
さ

に
会
社
組
織
の
「
仕
組
み
の
見
直
し
」
を
経
営
者
に
迫
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

I
T
の
影
響
が
企
業
内
の
ど
の
場
面
に
よ
り
強
く
現
れ
る
か
ー
|
'
特
化
さ
れ

た
分
業
領
域
「
内
」
の
業
務
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
分
業
さ
れ
た
業
務

．
領
域
「
間
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
な
の
か
1

に
よ
っ
て
、
組

織
の
変
革
の
ス
タ
イ
ル
ー
分
業
と
特
化
を
よ
り
進
め
る
の
か
、
そ
の
反
対

に
各
業
務
の
領
域
を
広
げ
統
合
す
る
の
か
1

が
異
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
形
作
ら
れ
て
き
た
職
務
範
囲
や
部
門

領
域
な
ど
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
社
歴
や
社
風
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
組
織
構

造
(11
分
業
と
比
較
優
位
の
構
造
）
の
再
設
計
を
促
す
。
各
企
業
に
固
有
の
社
歴
や

社
風
は
、
そ
の
会
社
な
ら
で
は
の
独
自
の
競
争
力
形
成
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い

4
＿
情
報
化
は
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
社
風
を
問
う

失
わ
れ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、
も
と
も
と
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
業

務
に
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て
い
る
。
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1
一
情
報
化
は
効
果
の
な
い
仕
事
も
効
率
化
す
る

I
T導
入
に
伴
う
企
業
改
革
で
も
う
1
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
効
果
」
と
「
効
率
」
を
混
同
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。

I
T
を
使
え
ば
ど
ん
な
業
務
で
も
「
効
率
化
」
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
大
き
な

落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い
る
。
企
業
の
価
値
創
造
に
と
っ
て
何
が
効
果
の
あ
る
業
務
か
を
判
断
す
る
の
は
、

I
T
で
は

な
く
人
間
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
み
外
す
と
、
あ
ま
り
意
味
の
な
い
や
り
取
り
が

I
T
の
導
入
で
効
率
化
し
て
し
ま

い
、
膨
大
な
量
の
効
果
の
な
い
仕
事
が
社
内
に
充
満
す
る
と
い
う
悲
制
が
生
じ
る
。

か
つ
て
日
本
経
済
が

I
T
ブ
ー
ム
に
わ
い
た
こ
ろ
、
あ
る
米
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
、
日
本
の
大
手
企
業

か
ら
「
ど
の
よ
う
な

I
T
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
か
」
の
プ
ラ
ン
作
り
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
大
型
の
案
件
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
「

I
T
の
導
入
は
不
要
」
と

4
 ＿
効
果
の
な
い
仕
事
を
1
T
で
効
率
化
す
る
ム
ダ

る
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

I
T
導
入
に
伴
う
企
業
改
革
で
は
、
他
社
の
事
例
を
表
面
的
に
模
倣
す
る
の
で
は

な
く
、
競
争
力
の
源
泉
を
見
据
え
な
が
ら
、
分
業
と
比
較
優
位
の
本
質
を
問
う
姿
勢
で
社
内
の
業
務
領
域
を
根
本
的

に
見
直
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
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［図表4-10}「効果」と「効率」の微妙な関係
効果のない仕事を効率化する愚

て社内、社外を問わず、相手にどんな価値を創造できるか？

ロITで実現ー断 効果

大 ''  I」ヽ

? 
目標とすべき 無駄な努力

効率
改善すべき 親方日の丸

い
う
結
論
を
出
し
た
。
そ
の
理
由
が
ふ
る
っ
て
い
る
。
依
頼
さ
れ
た
企
業
の

実
態
を
つ
ぶ
さ
に
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
社
内
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
情

報
（
内
部
取
引
）
の

7
割
は
、
そ
れ
ほ
ど
必
要
性
が
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
体
制
の
ま
ま
使
い
勝
手
の
い
い
立
派
な

I
T
を
導
入
す
る
と
、
確

か
に
社
内
の
情
報
流
通
（
内
部
取
引
）
は
効
率
化
す
る
が
、
そ
れ
で
は
企
業
活

動
の
本
質
か
ら
み
て
あ
ま
り
意
味
の
な
い
や
り
取
り
が
社
内
に
溢
れ
か
え
り

生
産
性
が
低
下
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

I
T
導
入
よ
り
も
前
に
、
そ
も
そ
も
今
行
わ
れ
て
い
る
社
内
の
や
り
取
り

が
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
か
つ
て
重
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
は

意
味
を
失
っ
て
い
な
い
か
、
そ
の
本
質
を
問
う
姿
勢
で
業
務
の
洗
い
直
し
を

し
な
け
れ
ば
、
「
効
果
の
な
い
仕
事
を
効
率
化
す
る
」
と
い
う
ム
ダ
が
増
大

す
る
。
「
大
型
案
件
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
が
、
あ
の
ま
ま

I
T
シ
ス
テ
ム

導
入
の
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
も
効
果
が
出
ず
に
評
判
を
落
と
し
た
は
ず
だ
」

と
語
る
落
ち
着
い
た
口
調
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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こ
の
逸
話
が
物
語
る
よ
う
に
、

I
T
導
入
に
伴
う
「
仕
組
み
の
見
直
し
」
で
は
、
業
務
の
や
り
方
や
流
れ
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
描
き
直
す
と
い
う
B
P
R
(
B
u
s
i
n
e
s
s
P
r
o
c
e
s
s
 R
e
e
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
 
:
 業
務
の
再
設
計
）
の
発
想
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

既
存
の
業
務
フ
ロ
ー
は
、
現
在
の
よ
う
な

I
T
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
に
形
作
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
古
い

分
業
の
仕
組
み
を
残
し
た
ま
ま
、
最
新
の

I
T
を
使
っ
て
業
務
を
強
化
し
た
り
、
簡
素
化
し
た
り
、
見
栄
え
よ
く
し

た
り
す
る
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の
投
資
が
効
果
を
生
ま
な
い
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
下
手
を
す
る
と
ム
ダ
な
や

り
取
り
が
「
効
率
化
」
さ
れ
て
膨
大
な
量
と
な
り
、
内
部
取
引
の
錯
綜
で
コ
ア
業
務
が
停
滞
し
か
ね
な
い
（
初
歩
的
な

失
敗
例
は
、
社
内
を
渫
流
す
る
膨
大
な
量
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
あ
り

c
cメ
ー
ル
だ
ろ
う
）
。

最
新
の

I
T
を
導
入
す
る
際
に
は
、
コ
ア
と
な
る
本
来
業
務
を
見
極
め
た
上
で
、
組
織
や
仕
事
の
流
れ
を
充
分
に

理
解
し
、
最
新
技
術
を
ど
う
活
か
す
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三
拍
子
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仕
事
の

仕
方
や
遂
行
の
仕
組
み
を
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
、
比
較
優
位
に
基
づ
く
分
業
の
領
域
の
見
直
し
を
行
う
視
点
で
抜

本
的
な
改
革
を
断
行
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
ま
さ
に
、

I
T
の
導
入
に
際
し
て
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
不
可
欠
と
い
え
る
。

2
＿
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
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3
一
分
業
が
威
力
を
発
揮
し
た
工
業
の
時
代

既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
分
業
領
域
を
ど
う
見
直
す
か
は
、
対
象
と
な
る
業
務
の
性
質
に
依
存
し
て
お
り
、
統
合

が
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
分
業
が
よ
い
の
か
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ス
ト
が
大
き
い
場
合
で
も
、
重
要
な
指
示
や
連
絡
は
初
回
だ
け
で
、
そ
の
後
は
定
型
化
さ
れ
た
単
調
な
や
り

取
り
で
足
り
る
よ
う
な
反
復
継
続
型
の
業
務
で
あ
れ
ば
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

1
回
ご
と

に
仕
事
の
内
容
が
変
化
し
、
そ
の
都
度
新
し
い
判
断
や
意
思
決
定
を
要
す
る
非
定
型
の
業
務
で
は
、
分
業
す
れ
ば
毎

回
綿
密
な
や
り
取
り
が
必
要
に
な
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
の
大
き
さ
が
累
積
さ
れ
て
、
分
業
の

メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
と
質
を
考
慮
に
入
れ
て
、
大
胆
に
単
純
化
す
る
と
、
工
業
化
社
会
の
大

量
生
産
型
ラ
イ
ン
で
は
、
全
体
と
し
て
は
複
雑
な
生
産
工
程
で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
部
分
工
程
に
分
割
で
き
れ
ば
、

定
型
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
の
連
続
と
な
る
た
め
、
前
工
程
と
後
工
程
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
基
本
的

に
そ
れ
ほ
ど
複
雑
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
大
が
か
り
な
設
備
の
近
代
化
が

あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
作
業
手
順
が
整
う
と
、
基
本
は
こ
う
し
た
反
復
継
続
型
の
作
業
と
な
り
、
そ
れ
以
後
は
分
業

体
制
に
よ
る
効
率
ア
ッ
プ
が
そ
の
ま
ま
全
体
の
効
果
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

1
世
紀
前
に
登
場
し
た

T
型
フ
ォ
ー
ド

の
生
産
方
式
は
そ
の
典
型
と
い
え
る
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
事
務
労
働
で
も
、
経
理
処
理
な
ど
の
定
型
化
が

進
ん
だ
事
務
労
働
で
は
分
業
が
作
業
効
率
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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内アプリオリに定まらないIT導入の影響

［三
分業領域「間」 の効率化

＼ 
分業化 統合化

他
方
、
情
報
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

情
報
的
機
能
が
実
用
的
機
能
よ
り
も
重
要
に
な
る
と
、
製
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
短
く
な
り
、
頻
繁
な
機
種
の
見
直
し
と
多

種
多
様
な
品
ぞ
ろ
え
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た

製
品
の
生
産
で
は
、
分
業
に
適
す
る
よ
う
に
製
造
ラ
イ
ン
の
装

置
を
そ
の
都
度
入
れ
替
え
る
よ
り
も
、
初
め
か
ら

1
人
の
熟
練

工
が
複
数
の
応
用
動
作
で
組
み
立
て
る
方
が
効
果
的
な
場
合
も

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
実
践
し
た
キ
ャ
ノ
ン
の

「
セ
ル
生
産
方

式
」
は
、

T
型
フ
ォ
ー
ド
の
生
産
方
式
と
は
対
極
の
仕
組
み
で

あ
る
。

ま
た
、
企
画
、
開
発
、
セ
ー
ル
ス

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
財

務
戦
略
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
勝
負
と
な
る
付
加
価
値
創
造
型

の
仕
事
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
応
用
動
作
が
求
め
ら
れ
る

非
定
型
の
業
務
が
多
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
細
か
く
分
業
し
た

4
＿
情
報
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
効
果
的
な
判
断
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方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
頻
繁
な
打
ち
合
わ
せ
」
と
い
う
分
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
避
け
る
た
め
、

1
人
の
業

務
範
囲
を
拡
大
し
た
方
が
い
い
の
か
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
冷
静
に
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
化
の
進
展
が
分
業
と
比
較
優
位
の
構
造
に
与
え
る
影
響
は
複
雑
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
セ
ル

生
産
方
式
」
も
、
今
で
は
新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
織
り
込
ん
だ
「
マ
シ
ン
セ
ル
」
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
統

合
が
効
果
的
か
そ
れ
と
も
分
業
が
効
果
的
か
は
、
技
術
水
準
に
加
え
て
、
従
業
員
の
士
気
や
組
織
の
運
営
力
、
業
界

に
お
け
る
競
争
上
の
位
置
付
け
な
ど
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
他
社
の

I
T導
入
事
例
に

頼
り
き
っ
た
判
断
で
は
効
果
が
生
ま
れ
に
く
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
在
進
行
形
で
革
新
を
続
け
る

I
T
の
導
入
に

際
し
て
は
、
既
存
の
枠
組
み
で
速
さ
を
競
う
「
効
率
化
」
で
は
な
く
、
技
術
動
向
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
会
社
に
最
も

「
効
果
的
」
な
新
し
い
仕
組
み
が
何
か
を
「
考
え
」
出
す
こ
と
が
大
切
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
に
こ
そ

I
T
導
入
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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